
The Japan Society for Culture in English

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　for 　Culture 　ln 　Engllsh

Cousin　Phillis： 変革す る女性 の 運命

朝川 真紀

L は じめ に

　『い とこ フ ィ リス 』（Cousin　Philiis）は 1863年 11月 か ら 1864年 2 月 まで 『コ ー

ン ヒ ル 誌』 （The　Cornhill） に掲載 され た 。 それ まで は チ ャ
ー

ル ズ ・デ ィ ケ ン

ズ の 編集 する 『オール ・ザ ・イヤー ・ラ ウン ド誌』（オ11伽 Year　Round） と契

約 を して 週刊で 作 品を連載 して い た が 、最 後 の 二 作 品 『い とこ フ ィ リス 』と 『妻

た ち と娘た ち』（Wives　and 　Daughters）は 、友人 ジ ョ
ー

ジ ・ス ミス の 出版す る

『コ
ー

ン ヒ ル 誌 』 に 月 刊 で載せ る こ とに な っ た 。 こ ち らの 方 が 、 じ っ く り と深

く観 察 を して 、詳 細 に記述 をす る こ とが で き 、 ゆ っ く り と した展 開 の ギ ャ ス

ケル 小 説 に は 好ま しい もの で あ っ た 。 こ の 小説 は 、 当時 の 標準的長 さの 三 巻

本 に対 し、『コ
ー

ン ヒ ル 誌』四回 分の 連載で あ り、
一

巻本の 長 さで あ っ た 。

　これ らの 最後の 作 品を書い た時期 、 ギ ャ ス ケル は家か ら離れ 、
フ ラ ン ス や

イ タ リア 、ドイ ツ で しだい に 長期 間過 ごす よ うに な っ て い た 。
マ ン チ ェ ス ター

や イ ン グ ラ ン ドの 外 を見 る こ とで 、 世慣れ る機 会 もた くさん あ り、歴 史の 変

化 を深 く意識 して い た 。 複雑 に 入 り組 ん だ本作 品 を 、 フ ィ リス の 心 の 変化 、

変革す る ヴィ ク トリア 時代 の 女性 、 現代 性 か ら考察 して み た い
。

2 ．主人 公 の 心理 的変化

　 こ の 作 品 の 設 定 は ナ ッ ツ フ ォ
ー

ド （Knutsford ）、 こ こ で は エ ル タ ム

（Eltham ）と呼ばれ て い る場所 で あ る 。
ホ ー プ ・

フ ァ
ー

ム （Hope 　FamD は ギ ャ

ス ケ ル の 祖父 サ ミ ュ エ ル ・ポ ー
ラ ン ド （Samuel 　Holland）、 そ して 母 の 所有

す る 家で あ り 、 ギ ャ ス ケル が 長 年 親 しん だ家が モ デル とな っ た と言 われ て い

る 。 また 、
ホ ー プ ・フ ァ

ー ム の 所 有者 ホ ー ル マ ン 氏 （Holman ） は 、牧師 を

辞 めた あ と農業 に没頭 した ギ ャ ス ケ ル の 父 、 ウィ リア ム ・ス テ ィ
ー ヴン ス ン

（William　Stevenson）に とて も似 て い る 。 ウィ リア ム は ユ ニ テ リア ン 牧師 で

あ り 、 知 的能 力 と深 い 宗教心 の あ る 良識 を持 ちあ わせ た人 物 で あ り、 ホ ー
ル

マ ン 氏 も牧師 で ある と同 時に 、農 業 に 従事 す る、 人 間 の 脈 が 激 し く打 っ て い
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る人物 と して 描 か れて い る 。 ギ ャ ス ケ ル は 青春の 記憶 をた ど り、 自分の 心 と

信仰 の 根源 を再訪 して い る 。 過去 と触 れ 合 うこ とで よみ が え る郷 愁 に よ っ て 、

こ の 作品 は 、 『ク ラ ン フ ォ
ー ド』（Cranford） を思 い 起 こ させ る よ うな牧歌的

な雰 囲気 の 漂 う世界 を醸 し出 して い る 。

　 こ の 作 品 に つ い て Arthur　Pollardは 、

Setting　is董ovingly 　and 　attractively 　drawn
，
　chalacters 　are 　exact 　even 　down

to　the　farm−1abourers　who 　make 　but　two 　or 　three　appearances
，
　plot　is　scanty

yet　suffic 重ent
，
　tone　is　pe  合ctly 　modulated 　throughout

，
　the　author

’

s　own 　at−

titude　is　generous　and 　kindly　without 　any 　hint　of 　deliberate　moralizing ．　The

whole 　work 　has　about 　it　the　perfection　of 　a　de豆icate　piece　of　china ，　but　it

has　also 　abundant 　human　warmth ．．．．It　shows 　that　here　too，
　as　in　her　nov −

els
，
　Mrs　Gaskell　appeared 　to　have　become　endowed 　with 　new 　energy 　and

new 　vision 　in　her　last　years、（Pollard　l　92 − 193）

と述 べ て い る 。 ま た 、Edgar　wrightは、

The　Cranfbrd　generation　is　still　to　be　seen ，
　admirable 　worthy 　of 　respect 　and

love
，
　but　old −fashioned　and 　slightly 　absurd ．　There　are　very 　fヒw 　outstanding

novelists 　whose 　final　work 　can 　be　confidently 　claimed 　as 　the　best
，
　f已wer

whose 且nal 　novels 　are　as 丘esh ，
　and 　younger ，

　than　the　early 　ones ．（Wright

195）

と評 価 して い る。 牧 歌 的 なセ ッ テ ィ ン グで は あ るが 、 ギ ャ ス ケル の 人 生 に 対

す る洞察は 『ク ラ ン フ ォ
ー

ド』の ときよ りい っ そ う深 ま り 、 きめ細か な人物

の 描 写 が展 開 され る。

　作品 の ス ト
ー

リ
ー

は単純で あ り、 ひ とつ の 家族 に 焦点 を 当て 、 ポ
ー

ル ・マ

ニ ン グ （Paul　Manning ） が 青春 の 記憶 を振 り返 りなが ら語 っ て い く形 で 進 ん

で い く。 主人公 Phillis　Holman （フ ィ リス ・ホ ー ル マ ン ） の 話 は 、 恋 愛を通 し 、

自意識 に 辿 りつ くまで の 、 ゆ っ く り と した 内面 の 転換 、 成長の 軌道を映 し 出

して い る。フ ィ リス の 喜び と苦悩が 、ポ
ー

ル を通 して 間接 的に 眺め られ て い る 。

　 ナ レ
ー

タ
ー

で あるポー ル ・
マ ニ ン グは 、 小 さな 田舎町近 くで 、 鉄 道 の 支線

をか け る見 習 い エ ン ジ ニ ア と して 、初 め て 親 元 を離れ 、

一
人 下宿 住 ま い を始
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め た若者 で あ る 。
1年後、新 た な支線 の 仕事 で 田舎 へ 行 き 、 遠 い 親戚 に あ た

る農場 主兼牧師 の ホ ー
ル マ ン 氏 を訪ね て ホ ー プ ・ フ ァ

ー ム へ 行 き 、 そ こ で

従妹の フ ィ リス と出会 う。 言 葉以 上 の
一 瞥 の 凝視 が こ の 話 の 表現方法 で あ り 、

ポ ー
ル の 回想 は絵 の よ うに浮 か び 上 が っ て くる 。 17歳 の フ ィ リス は 、

“ She

was 　a　stately
，
　gracious　young　woman

，
　in　the　dress　and 　witll　the　simplicity 　of 　a

child ．
”

（II）　 とある よ うに 、女性 の 魅力 とい うよ り、子 供 じみ た エ プ ロ ン

を し た純粋無垢 の 女の 子 で あ っ た 。

　 最 初、臆病 な少 年 は 、 背 の 高い フ ィ リス に 対 し て 見か け と同 じ く らい 心

の 内に 惹か れ る が 、 彼女 の 知識 の 豊か さに 対す る畏敬 の 念で 委縮 し 、
ロ マ ン

テ ィ ッ ク な希望 を捨て る の で あ っ た 。 彼女 は 手 と同 じ く らい 頭 を使 うこ とを

熱望 し 、 リン ゴ をむ きなが ら 、 そ ば にあ る ドレ ッ サ
ー

の 上 の 本 に何 度 も頭 を

向け る シ ー ン は 、 ま るで ホ ー プ ・フ ァ
ー ム の エ デ ン に 、知識 の りん ごを求 め

るイ ヴが い るか の よ うで あ る。 ホ ー
ル マ ン 家の ゆ っ く り と し た生 活 の 中に 、

新た な訪 問者、ポ ー
ル の 英雄で あ り、上 司 の ホ ール ズ ワー ス 氏 （Holdsworth）

が 入 っ て くる 。 彼 は 病気療養 の た め に 訪れ る の で あ るが 、
フ ィ リス の イ タ リ

ア 語の 読解 を助 け る だ けで な く 、 彼 女 の 心 に変化 を与 え るの で あ っ た 。
フ ィ

リス は 彼の 資質に 惹 か れ て 心 を とき めか せ る 。

　 ホ ール ズ ワ
ー

ス は ク
ー

ル な女 た ら しで は な く、無頓 着 な とこ ろ もあ るが 敏

感 な 男で あ り、
ハ ン サ ム で 旅慣れ て い て 教養 もあ っ た 。 彼 は 、外 国風 な髪形

を して 、 南部の 母 音 をの ば した怠惰 で 場違 い な陽気 さを持 っ て 、 ホ ー
ル マ ン

家の 人た ち とは 異な っ た 話 し方 をする 。 真面 目な牧師
一

家は 時 々 彼 の 言葉に

つ い て い けな い
。 しか し彼 の 話 は とて も魅 力 的で 引 き込 まれ る もの で あ っ た 。

フ ィ リス に と っ て ま るで 違 う天 体 の 香気 を漂 わせ たホ ー
ル ズ ワー ス は 魅惑的

で 夢 見心 地 に させ る よ うだ っ た 。 ホ ー
ル ズ ワー

ス は彼女 の 父 と同 じ くロ マ ン

テ ィ ッ ク で 、女性 に 対 して 幻 想 を抱い て い る た め フ ィ リス を は っ き り見 て い

ない とこ ろ が あるが 、 彼 も美 し く知 的なフ ィ リス に魅 了 され るの で あ っ た 。

　 二 人 の 友情 は ゆ っ く り熟 して くる が 、 約 束の 言葉 を交 わす わ け で もな く、

夏 の どしゃ ぶ りの 中 、 彼 の 上 着で フ ィ リス は首 と肩 を くる まれ る以外 、 触れ

る こ と もない 。 し か し こ の ときフ ィ リス は 、 性 的 な 目覚 め を呼 び 起 こ され 、

雨宿 りの 場所 に 駆 けて き た彼 女の 眼 は、 喜び に輝 き、 顔 色は健 康そ うに さえ

ざえ と して い た 。

一 方 ホ
ー

ル ズ ワ
ー

ス 氏 は彼女 を、小 麦 の 穂 を頭 に つ けた 、

農業 と多産 の 女神 ケ レ ス の よ うに ス ケ ッ チす る。 甘 美で 無邪 気な顔 を した未

完成の フ ィ リス の 絵 は 、 陰影や 色 をつ け られ る こ とは なか っ た とポー
ル が述
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べ る よ うに 、 ホ ー ル ズ ワ ー ス は 生 きて い る女 性 で な く、無 垢 の イ メー ジ を愛

して い る 。

　 しか し 、
フ ィ リ ス が 口 に は 出せ な い 愛 の 喜 び と苦 しみ を募 らせ る最 中 、

ホ ー
ル ズ ワ

ー
ス は突然 仕事 で カ ナ ダ に 行 くこ とに なるの で あ っ た 。

　　God 　keep　her　in　her　high　tranquility
，
　her　pure　innocence．　T　wo 　years！

It　is　a　long　time ．　But　she 　lives　in　such 　seclusion
，
　almost 　like　the　s豆eeping

beauty
，　Paul

”

（he　was 　smiling 皿ow ，　though　a　minute 　befbre　I　had　thought

him　on 　the　verge 　of 　tears）
“ but　Ishall　come 　back　like　a　prince　from

Canada
，　and 　waken 　her　to　my 　love．　I　can ’

t　help　hoping　that　it　won ’

t　be　dif−

ficult
，
　eh

，
　Paul？”

　（64）

彼 女 が 目を覚 ま し て な い と思 い 、罪 もな く行 っ て しま うが 、
フ ィ リス は す で

に 目を覚ま して い る 。 彼女 は 眠れ る森 の 美女で もケ レ ス で もな い
。 束縛の 中

の 悲痛 な思 い は 、 人 生 を突然の 虚 し さ、消滅 へ と向か わせ るの で あ っ た
。

　年 の 変 わ り 目の ク リス マ ス に 、 ポー
ル は 萎え た 従妹 を 元 気づ か せ る た め

に、 ホ ー
ル ズ ワ

ー
ス が フ ィ リス と結婚 す るた め に い つ か戻 っ て く る つ も り

だ と 自分 に 打 ち明 け た と告げ た 。
フ ィ リス は 生 き返 り、 そ して しば ら く幸せ

だ っ たが 、 ホ ー
ル ズ ワ

ー
ス が フ ィ リス に似 た フ ラ ン ス 系 カ ナ ダ人 の リ ュ シ

ー

ユ ・ヴァ ン タ ドゥ
ー

ル （Lucille　Ventadour） と糸吉婚 した とい う知 らせ が 届 く 。

虚 し く心 を弾ませ て い た フ ィ リス に と っ て 、 こ の 二 度 目の 打撃は あま りに大

き く 、 夢 は 枯れ 、無気力 に なる。 彼 女 の 沈黙 の 苦痛 は あ ま りに も人 間 的で 、

恥 ず か し さや 空虚 さが入 り混 じ っ て い る。 次の 文 章 、

“ She　must 　have　been

half　undressed ；but　she 　had　covered 　herselfwith　a　dark　winter 　cloak
，
　which 　fell

in　long　folds　to　her　white
，
　naked

，
　noiseless 　feet．　Her 　face　was 　strangely 　pale：her

eyes 　heaVy　in　the　black　circles 　round 　them ．
”

（99） は 、 彼女 の 苦悩 と性 的な愛

の 屈辱 を強調 して い る 。

　脳炎 で 死 の 淵 を さま よ うフ ィ リス は 、 回復後 、 か つ て 望 ん だ リボ ン を父 が

買 っ て も、母 が ラテ ン 語やイ タ リア 語 の 本 を見 っ けて きて も、 無関心 で 記 憶

が は っ き り しな い
。 理 想郷の 日の 当た る庭は 、 悲しみ と死 の 髴 に 脅か され る。

しか し 、
フ ィ リス を取 り巻 くあ らゆ る善意 、 優 し さ、気遣 い が 、や が て調 和

した 静 か な流れ を運 び 、 フ ィ リス は 回復の 兆 しを見せ る。 ポ ール に 、
バ ー

ミ

ン ガム の 彼 の 両親 を訪ね て よ い か とフ ィ リス は 聞 き、牧歌的世界 か ら現 実に
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足 を踏み 入れ よ うとす る。
‘Only　for　a　short　time ，

　PauL　Then　we 　will 　go　back　to

the　peace　ofthe 　old 　days．1  ow 　we 　shall；1　can ，
　and 　1　will！　

’
（109）フ ィ リス は 自

分の 意思 の ほ か に は頼 る もの が な い とわ か っ た とき大 きな決 意 をす る 。 彼 女

は 変わ っ た
。 彼女の か すか なた め らい に は悲哀が こ も り、 本当の 昔の 平和 に

は戻 れ な い こ とを理解 した 。 古 い 流儀 が もはや 彼 女 に 十 分で な い とい う自意

識 が生 まれ 、 肉体的にで は なく、 精神的に エ デン か ら追放 された の で ある。

3 ．ヴィ ク トリア 時代の 女性

　牧歌的 「自然」 は必 ず女性 で 、神 の も とで 、そ れ を支配 す る の は男 性 で あ

る 。 ヴィ ク トリア 時代 、女性 の 生活は 、 どん なに独 立 心が強 くて も 、 父 、 恋

人 、 夫に よ っ て 制 限 され た 。 ほ とん どの 女 性 は献身的 に家庭 を愛す る 「家庭

の 天使」 の ま まで あ っ た 。 純粋 さは 美 し さで あ り、家庭の 外 で は 行動で きず 、

考え る の は 家庭の こ とだ け 、 性 的覚醒 もない 、 と い うの が ヴ ィ ク トリア 女性

の イ メ
ー ジ とな っ て い る 。

　ヴィ ク トリア 時 代の 女性 に つ い て Suzanne　Fagence　Cooperの The　Vactorian

rVoman で は次 に よ うに書 かれ て い る 、、

．．．the　husband　should 　go　out 　int。　the　world 　to　earn 　enough 　to　keep　his

wife 　at　home
，
　and 　she 　should 　be　occupied 　with 　providing　a　chee 血 l　do−

mestic 　environment ．　In　the　model 　relationship
，
　each 　pa丘ner 　had　their。 

responsibility
，
　and 　the　wifb

’

s　duties　educating 　the　children 　，
　managing 　the

household　and 　providing　emotional 　support 　fbr　her　husband　 were 　not 　un −

dervalued。　However
，
　the　husb跏 d　maintained 　his　position　as 　the　head　of 　the

family．（10）

ま た 、 ヴィ ク トリア 時 代の 女性 が 、 法律 に よ っ て も男性 とは 異な り劣 っ て い

る とみ な され て い た 点につ い て 、

　　 Many 　girls　of 　the　upper 　and 　middle 　classes 　fbund　that　their　freedom

was 　severely 　reduced 　once 　thcy 　married ．　Their　legal　position　was 　not 　neces −

sarily 　improved　as
，
　until 　1870

，
　all　goods　and 　funds　beIonging　to　a　wife 　au −

tomaticany　passed　to　hcr　husband　upon 　marriage ．　During　the　later　Victorian
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period　a　series 　ofActs 　of 　Parliament　enabled 　women 　to　take　control 　oftheir

own 　property．　In　l　970　it　was 　agreed 　that　a　married 　woman 　could 　retain £

2000f 　her　own 　eamings
，
　and 　in　1882　a　new 　Act　allowed 　married 　women 　to

own 　and 　adm 血ister　property．（20）

と書か れ て い る 。

　 こ の 作 品 にお い て も 、
ヒ

ー
ス ブ リッ ジ の 少 年が競争 で か け っ こ を して ミル

ク を こ ぼ した と き、
‘Then　you

’d　not 　be　boys； you
’d　be　angels ．

’

（17） と言 っ

て 牧師 は彼 らを安心 させ るシ
ー ン が あるが 、男は か け っ こ を して 、 競争す る

勇敢 さを持 ち、 肉体的、 知 的 、 社会的な活動が で き る 。 この ス トー リー の 男

た ちは み ん な愛す る 能 力 を持 っ て い るが
、 何 も悪 意 な しに仕 事 を優先 させ て

い る 。
ジ ョ ン ・マ ニ ン グは 、

フ ィ リス が ラテ ン 語 ・ギ リシ ャ 語 を身 に つ けて

い る こ とが 女性 ら し くな い こ とで 、
一 時 の もの にす ぎない と考え て い る。 彼

は
“She’d　forget　’

ern
，
　if　she ’d　a　houseful　ofchildren

，

”

（37） と言 う。 ホ ー ル マ

ン 牧師は 、 フ ィ リス が 古典や機械 に 関心 を持 つ こ とを鼓舞す る が 、 リボ ン を

欲 しが る こ とに は 同意 を渋 る 。 外面 的な こ とよ り内面 を誇れ る よ うに す る こ

とを優先 して い る もの の
、 彼女の ア イ デン テ ィ テ ィ

ー を別 の 方法 で 否定す る 。

古い ピ ュ
ー

リタ ン の 父 は 、 親 と して 独 占欲が強 く 、 良識 あ る女性 は 、 目覚め

させ られ る ま で性 的衝動 が あ っ て は い け ない と信 じ る 、 典型 的 ヴィ ク トリア

人 で あ る 。

　 ヴィ ク トリア 時代 の 女性 につ い て の 問題 の
一

つ は 、 娘に対 す る父 の 権 限 に

よ っ て 引 き起 こ され て い る 。

“ A 　Dark 　Night ’

s　Work ”

の エ リノ ア もフ ィ リス も、

父 を盲 目的 に信頼 し賞賛 して い るが
、

ポ ー
ル は 娘の 悲嘆の 原 因 を探 る彼 女の

父 を見 て 、 盲 目的な愛 の 深 さを知 る 。

Icould　not 　help　remembering 　the　pinafbre，　the　childish 　gamcnt 　which

Phillis　wore 　so 　long
，
　as　ifher　parents　were 　unaware 　of 　her　progress　towards

womanhood ．　Just量n 　the　same 　way 　the　minister 　spoke 　and 　thought 　of 　her

now
，
　as　a　child

，
　whose 　innocent　peace　I　had　spoiled 　by　vain 　and 　fbolish

talk，　（98）

　娘 フ ィ リス とホ ー ル ズ ワ ー ス との 恋 愛 を不 埒 な こ とだ と考 え る ホ ール マ

ン の 嘆 きは 、 嫉妬 深 い 恋 人 の よ うな もの で あ り 、 父 は 娘 を 自分の
一

部 と して
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考 え 、
一

人 の 人 間 と し て 見 て い ない
。

フ ィ リス は 、 父 の 所 有物 で ある子供 で

い るか 、 それ とも自分 自身 を選択す る女性 で い る か
、 ま るで 二 つ に 引き裂か

れ るか の よ うに、精神 を錯乱 させ た 。 古い 理 想 が 新 しい 理 想 とぶ つ か り 、 対

立す る忠誠 心 の 問題 と戦 っ た の で あ る。 そ して 彼女 は
“ Iloved　him ，

　father！”

（99） と声 を上 げた の だ っ た 。 Aina　Rubeniusは 、

Mrs．　Gaskell　had　no 　patience　with 　the
“

womanly
”

，
　simpering 　creatures 　with

ahabit 　of 　fainting　in　all　exciting 　or 　dithcult　sitUations，　who 　usually 　figured

as 　heroines　in　the　novels 　of 　sentimentality ．　Mrs。　Gaskell’s　heroines　hardly

ever 　faint　in　order 　to　escape 　a　dif且culty ．　Ifthey　faint　at　all　they　generally　do

so　after　they　have　grappled　with 　a　situation 　and 　weathered 　the　crisis．　And

they　do　not 　sink 　down 　in　a　gracefU1　swoon 　to　evoke 　the　protectivc　chivalry

ofthe 　hero．（17−18）

と指摘す るが 、 フ ィ リス は ポ
ー

ル が 父 か ら責め られ る の を守 る た め に、 また

自分 の 気持 ち に偽 る こ とな く 、
ホ ー

ル ズ ワ ー ス を愛 して い た と、 あ りの まま

の 心 の 内 を吐 露 した とき 、 自立 した責任 ある新 た な女性 の 概念が具体化 され

て い る 。

　Linda　K ．　Hughes は
‘‘
Phillis　Hollman

，
　like　Elizabeth　Gaskell　herself，　is　more

than　the　typical　Victorian　woman 　in　this　fine　story ．
”

（Vactorian、Publishing　and

Mrs．　G α3たθ1踏 Work 　l　61） と述 べ て い るが 、女性 の 立 場の 議 論 に対 す る ギ ャ

ス ケル の 態度 は ど うか とい うと、 ギ ャ ス ケル は 、 1856年 10月 の 手 紙で 次 の

よ うに 書い て い る 。

Iwould　not 　trust　a　mouse 　to　a　woman 　if　a　man
’

s　judgment　was 　to　be　had，

Women 　have　no 　judgmcnt．　They
’

ve 　tact
，
　and 　sensit ｛veness 　and 　genius，　and

hundreds　of 　fine　and 　lovely　qualities，
　but　are　at　best　angelic 　geese　as　to　mat −

ter　requiring 　serious 　and 　long　scientific 　consideration ．　（ChapPle　419）

　判断力 の 不 足 は女性 の 最 もよ くあ る欠 点の
一

つ で あ り、能力 よ りも識別 に

お い て そ の 劣性 が ある こ と を認 めて い る 。 しか しギャ ス ケル は 自分 の 娘た ち

に 、 集団 的な思考や信仰 の 傾 向か ら独 立 した 自分 自身 の 意見 を持 て る よ うに

望 ん だ 。 彼 女自身 、 他 の 人 の 既成の 意 見を受 け入れ るの を拒絶 し 、 事 実 を見
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出す こ との 重要 さを訴 え、独 立 した 意見 を形 成で きる ま で 、 判断 しない よ う

に印象付 けたか っ た
。

ギ ャ ス ケ ル は 、

This孟s　one 　reason 　why 　so 　many 　peop蓋e　dislike　that　women 　should 　med −

dle　with 　politics；they　say 　that　it　is　a　subject 　requiring　long　patient　study 　of

many 　branches　of 　science ；and 　a　logical　training　which 　few　women 　have

had．− that　women 　are 　apt 　to　take 　up 　a　thing　without 　being　even 　able 　to

state　their　reasons 　clearly
，
　and 　yet　on 　that　insuMcient　knowledge　they 　take

amore 　violent 　and 　bigoted　stand 　than　thoughtfU1　men 　dare　to　do．　Have　as

many 　and 　as　Iarge　and 　varied 　interests　as　you　can ；but　do　not 　again 　give　a

decided　opinion 　a　subject 　on 　which 　you　can 　at　present　know　nothing ．．．．（Ru −

beniusll9）

と長女に あて て 手 紙 を書い て い る 。

　 当時 、 妻 の 義務 は 子 供 を教育 し、家事 を切 り盛 り し 、 夫の 精神 的支 えに な

る、 夫は
一

家の 長 と して 立 場 を維 持す る とい う模範的関係 で 、 それぞれが 自

分の 責任 を持 つ 労働の 分担 が 19世紀 の 理 想 と して 表 され た が 、 多 くの 家庭

で は それ は不 可 能だ っ た 。 妻や未婚 の 娘の 稼 ぎは不 可 欠 で あ り、 中流 階級 の

女性 が家の 外で 生活 費を稼 が な けれ ばな らない の も明 白な事 実 だ っ た 。 ギ ャ

ス ケ ル は 、独身 の 娘 が 独 立 した生 活や職 業の 訓練 を正 当に求 め るの を認 め よ

うと して い た
。 そ して 明 らか に 、 女性 に よい 教育が 必 要 で あ り 、 家の 中で も

外 で も、何 か 働 く こ とが女性 に と っ て 不 可欠 だ と考 えて い た 。 ギ ャ ス ケル の

作 品 中の ヒ ロ イ ン た ち は仕事 を悪 と考え て い ない
。

　 こ の 作品 に は 、実 は さ らに 続 き の 場面 が用 意 され て い た 。 そ の 最後の 場面

とは 、 ホ ー
ル マ ン 氏 が 死 ん だ後 、数年後 に設定 されて い る 。

ポー
ル は結婚 し 、

ホ ー プ ・フ ァ
ー ム に戻 っ て み る とヒ

ー
ス ブ リッ ジ に は チ フ ス が 蔓延 して い るe

フ ィ リス が じめ じ め した 土地 に排 水設 備 を施すの に 、 ホ ー
ル ズ ワ

ー
ス の 古 い

技術ス ケ ソ チ を使 っ て い る 。
フ ィ リス は 腕 に み な し子 を抱 え、 も う

一
人 を ガ

ウ ン で 覆 っ て い た が 、そ の 子 た ち を養 子 に した こ とを後 で ポー
ル は知 る 。

一

般 労働者 と協力 して 働 く独身 の 自立 した 女性 は 、男性 の 知識 と女性 の 愛を結

び付 けて い る 。 こ の よ うに 回復 し て復 活す る 、 自立 した女性の 姿 をギ ャ ス ケ

ル は書 こ うと して い た の だ が 、 出版ス ペ ー
ス の 制 限で 、 ジ ョ

ー ジ ・ ス ミス に

よ っ て 短 くカ ッ トされ る こ とに な っ た の で あ る 。 しか し、 最後 の フ ィ リス の
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言葉、昔の 穏や か な 日々 を と りも どせ る、そ うして み せ る 、とい う強い 意志 は 、

危機的状況 を乗 り越 え 、 そ の よ うな姿に つ なが っ て い く女性 を連想 させ る 。

　ユ ニ テ リア ン 牧師 の 妻 と して の 義務 を果 た し 、 4 人 の 娘 の 献身 的 な母 で

あ っ た ギ ャ ス ケル は 、 小説家 と し て
、 また 自分の 人 生や友人 た ちの 人 生 か ら、

新た な問題 に気づ か され 、多 くの 点で 作家活 動 に 強い 影響 を及 ぼ され て い た 。

あ らゆ る側 面 で の 女性 の 立場 に 関す る問題 は 、彼女 に と っ て 重大 なテ ー マ で

あ っ た 。

4 ．現代性

　ホ ー プ ・フ ァ
ー ム の 生活 は 安 定 と静 け さが あ り 、 時が ゆ っ く りと過 ぎ 、 個 々

の 瞬 間が 刻 まれ る様子 が 次の よ うに 描か れ て い る 。

The 　tranquil　monotony 　of 　that　hour　made 　me 　feel　as 　if　1　had　lived　for　ever
，

and 　should 　live　for　ever
，
　droning　out 　paragraphs　in　that　wamm 　sunny 　room

，

with 　my 　two 　quiet　hearers，　and 　the　curled −up 　pussy−cat 　sleeping 　on 　the

hearthrug
，
　and 　clock 　on 　the　house−stairs　perpetually　clicking　out　the　passage

of 　the　moments ．（26）

　 田舎の 生 活は 時間を超越 し 、 感覚 に 直接働 きか け る浸透性 が あ る 。 平和 で

美 しい 田園生 活は ま るで 、 イサ ク の とこ ろ に連れ て こ られ た りベ カ の 物語 の よ

うで あるが 、ホ ー プ ・フ ァ
ー ム の 生 活 も 、

マ ン チ ェ ス タ
ー

と同 じよ うなエ ネル

ギー や実利的 な思考が及び 、 進 歩や 苦 しみか ら切 り離 され た世 界で はない 。

　 ギ ャ ス ケル は 最後 の 二 作品 『い とこ フ ィ リス 』 と 『妻 た ち と娘 た ち』で 、

本質的に 『ク ラ ン フ ォ
ー

ド』の 世 界 、
18 世紀 の 故 郷 の 絵 を正 確 に描 こ うと思 っ

て い た が 、 時が 移 り変わ る と と もに 世 界 も変わ り、彼女 の 想像 は もっ と後の

時代の 社会変化 を捉 えて い る 。 ナ ッ ツ フ ォ
ー

ド自体が 鉄道建設 で 変化 し、 子

供時代 の 田舎 とは 隔た りが あ る こ とに十 分気 づ い て い た 。 こ の 時代設 定で は 、

社 会に テ ク ノ ロ ジ ー
や 科 学 の 世 界 が 存在 して い る こ と を伝 え 、鉄道時代 の 到

来 を感 じさせ て い る 。

　Linda　K ．　Hughes が 言 うよ うに 、 ポ ー
ル

・マ ニ ン グは過 渡期の 人物 で 、 田

舎の 生活 か らあ る程 度分離 され て い る が 、ホ ール マ ン 家 との 関わ りに よ っ て

田舎 に 属 し て い る 。
ポー

ル は鉄道 で 働 き 、製 鉄業 の 町 バ ー ミ ン ガ ム の 都会少
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年 の 目で 田舎を見て い る。 鉄道は 単に 、 新 しい テ ク ノ ロ ジー と して 現代 を具

現 して い るの で な く 、 国 内 の 連 結 の 合 理 化 シ ス テ ム の
一

部 で 、 伝統 や 地方 、

国境 さえ も無視す る新 しい 見方 を要求す るもの と して 存在す る 。 鉄道 エ ン ジ

ニ ア に と っ て 土 地 は 単な るデ
ー

タや解 決 して い くべ き問題 で あ り 、 変化 しや

す い 現 代 の テ
ー

マ で あ る 。 ま た 、 その 土 地 は 、 ホ
ー

ル ズ ワ
ー

ス がイ タ リア の

山麓か らエ ル タム に 、 そ して ホ ー ン ビ ー か らカ ナ ダへ と簡単に移 っ て い くよ

うに 、 住ん だ り 、 働 い た り 、 移動 して い く揚所 で あ り、 ホ
ー

ル ズ ワ
ー

ス の ホ
ー

プ ・フ ァ
ー ム へ の 到来 と同 じく 、 運輸シ ス テ ム に よ っ て 、 過去 が薄れ 、現代

の 色が 伝わ り国 際化 が 助 長 され て い くの で あ る （The　Cambridge　Companion

to　Elizabeth　Gaskell　96−97）。 ポール は 父 に
“

all　over 　wild 　rnyrtle 　and 　soft　moss
，

and 　shaking 　ground　over 　which 　we 　had　to　carry 　our 　line” （5） と話すが 、 柔 ら

か い 抵抗 す る 土 地 に 彼 らの 意思 を押 し付 け る こ とは 、 田 舎 へ の 都 市の 侵 略 、

科学やテ ク ノ ロ ジ ー に よ っ て 変化 を及 ぼす現代の 侵略 を表 して い る 。

　 ま た 、 ポ
ー

ル の 父 ジ ョ ン ・マ ニ ン グ は 新 旧 両 方 の 特 徴 を もつ 人 物 だ 。 彼

は 労働者階級 の 機械工 と して 仕事 を始め るが
、 機械に精通 し発 明の 天 才 で も

あ っ たの で 、 社 会 的立 場 を永久 に変 え る製造 会社 の パ ー
トナ

ー
シ ッ プ を 申し

出 られ る 。
ジ ョ ン

・
マ ニ ン グ を通 して ギ ャ ス ケル は 、 よ り古 く単純な秩序 は

産 業 の 進 歩 と共 存 で き る こ とを示 して い る 。 Linda 　K ．　Hughes は 、 ポ ー
ル の

父 に つ い て 次 の よ うに述べ て い る 。

In　Ceusin　Phi〃is　Mr ．　Manning
，
　Pau1’

s　father
，
　signifies 　the　rising 　impor −

tance　in　capitalist 　societies 　of 　a　meritocracy 　built　on 　talent
，
　invention

，
　and

inductive　knowledge　all　ranged 　in　opPosition 　to　a　priori　judgments．　Science

in　this　sense 　promotes　democracy，　since 　scientists
’ interaction　relies 　on

cxchanges 　of　knowledge　more 　than　on 　social　status：mobility
，　since　imova −

tion　is　rewarded 　with 　increased　wealth 　and 　new 　career 　oppo 血 nities ；and

urbanization ，
　since 　the　pursuit　science 　requires 　metropolitan 　centers 　were

the　like−minded 　can 　gather　and 　build　upon 　prior　work ．．．．（The　Cambridge

Companion 　to　Eliz匕zbeth 　Gaskell　98）

ジ ョ ン ・マ ニ ン グは 、 知識 と実力 に よ っ て 科学的革新 をもた らし
、 現代社会

の 都 市化 に貢 献 し、能力 主義的社 会で 出世 す る重要 性 を体現 して い る 。
マ ニ

ン グが ホ ー
ル マ ン を訪ね た とき、 マ ニ ン グは 熱心 に 牛の 特徴 を学び 、 ホ ー

ル
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マ ン は知的好奇 心 旺 盛 に機械や力学 の 説明 を受 ける が 、 農村 と都市 を代表す

る二 人 が 、 互 い の 仕 事 を理解 しあ う場面 は、 ホ ー プ ・フ ァ
ー ム に 現代性 が浸

透 して い くさま を喩 えて い る よ うだ 。

　 中産 階級 の 特 権 と鋭い 知性 を持つ ホ ー
ル ズ ワ

ー
ス で あるが 、彼 は こ の 新 し

く入 り込 ん で く る現代的要素 を具 現 して い る とい え る 。 世 の 中を進歩 させ 経

済 を活性化 させ る洗練され た都会性 は魅力で あるが
、 出世ng−一主義の 野 心 と

と もに 、 土地 に根付 か ず 流動 的で 、 皮相 的か か わ り しか 持 た ない の で あ る 。

Jenny　Uglow が言 うよ うに 、 ギャ ス ケル は こ れ を現代の リア リズ ム と捉 え 、

どん なに ホ ー
ル ズ ワ

ー ス が フ ィ リス を愛 して い よ うと、彼は 新 しい 時代 の ア

イ ネイ ア ス で あ り、帝 国の 命 令に 従 うた め に 、 海岸 で 悲嘆に くれ るデ ィ ドを

置 き去 りにす るで あろ う （Uglow 　21）。
つ ま り 、

フ ィ リ ス が置 き去 りに され

る の は 単 に 人 生 の 形 で あ り 、 個人 に 関係 の な い 仕事 の 利 害 か ら生 じ て い る現

実に す ぎない の だ 。 彼 が 去 っ た後 、

Ever　since 　that　day　of 　the　thunderstorm 　there　had　been　a　new
，
　sharp

，
　dis−

cordant 　sound 　to　me 　in　her　voice
，
　a　sort　ofjangle 　in　her　tone；and 　her　rest−

less　eyes 　had　no 　quietness　in　them ；and 　her　colour 　came 　and 　went
，
　without

acause 　that　I　cou 至d　find　out ．　（85）

とあ る よ うに 、
フ ィ リス は調子 はずれ な 口 調 とな り 、 不 安そ うな眼 には 落 ち

着 きが な くな る。
フ ィ リス の 恋 愛を通 し 、 現 代 性 とい う もの は 成長 や 変革 、

大 きな喜び を もた らすが
、 あ らゆ る もの を破 壊 して し ま うよ うな脅威 を含

ん で い る こ と 、 ま た父 の ホ
ー

ル マ ン 氏 が
‘And 　yet　you　would 　have　left　us

，
　Ieft

your　home ，
1eft　your　father　and 　your　mother ．　and 　gone　away 　with 　this　stranger

，

wandering 　over 　the　world ．
’

（100） と言 っ た とき、 フ ィ リス は精神的バ ラ ン ス

を失 い 卒倒 す るが 、
こ れ は フ ィ リス を追 い 詰 め る厳 しい 叱 責 とい うだ けで な

く 、 ホ ー プ ・フ ァ
ー ム が捨て 去 られ 共 同体 の 崩壊 を招 くこ とに つ なが る恐れ

を表 わ した も の だ と言 え る。

5 ．お わ りに

　三 つ の 点か ら考察 し た よ うに 、 『い とこ フ ィ リス 』は 、 もっ とも牧歌 的な

ク ラ ン フ ォ
ー ドの 世 界 に お い て 、近代化 の 波 に 押 し寄せ られ 、 大 きな変化 を
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受 け入れ る
一

方で 生活体系の 大 きな揺 らぎ を感 じな が ら 、 ヴィ ク トリア 時代

の 女性 とい う過 去 か らの 脱 却や 変革 を遂げて い く女性 の ス ト
ー

リ
ー で あ る 。

しか し こ れ は 単に女性 だ けに 向けて 描 い た ス ト
ー

リ
ー で は な く、 人 生に立 ち

向 か うギ ャ ス ケル の 姿勢そ の もの で もあ る とい え る 。

　ギ ャ ス ケ ル は
一

人 息子 を 亡 くした とき、 悲嘆 に 暮れ る こ とは道徳 的 に 間

違 っ て い る と考 える よ うに な っ た 。 1850年 4 月 26 日 フ ォ ッ クス 夫人 に彼女

は 手紙 を書 い て

‘ ‘lwish 　I　were 　with 　him　i　l　that‘1ight
，
　where 　we 　shall　all　see 　light，

’ fbr　I

am 　often 　sorely 　puzzled　here　but　however　I　must 　not 　waste 　my 　strength

or　my 　time　about 　the　never 　ending 　sorrow ；but　which 　hallows　this　house．　I

think　that　is　one 　evil　of 　this　bustling　life　that　one 　has　never 　time　calmly 　and

bravely　to　face　a　great　grief，　and 　to　view 　it　on 　every 　side 　as　to　bring　the　har−

mony 　out 　of 　it，（ChapPle　l　l　l）

と言 っ て い る 。 娘 フ ィ リス の 苦 しみ を反映 するか の よ うに 苦 悶す る父 ホ ール

マ ン が 、 冷酷 に困 難 な人 生 が どん な もの か を認 識す る場 面 は 、 そ の よ うな

ギ ャ ス ケル の 思い が溢れて い る 。 今に も死 に そ うな フ ィ リス が 、途切れ が ち

に讃美歌 を呻 くよ うに 歌 う間 、 仲間の 牧師が ホ ー
ル マ ン に 精神 的救い を提供

し よ うと 、 信仰の 世界で
“

an　example 　of 　resignation
”

（104）を示 す よ う促 し、

‘‘The　Lord　giveth　and 　the　Lord　taketh　away ．　The　Lord　giveth　and 　the　Lord　taketh

away ．　Blessed　be　the　name 　of 　the　Lord！
”

（104） とい う聖 句 を告 げる と 、 父 は

次 の よ うに 答 え る 。

　　There　was 　a　pause　of 　expectancy ，　 I　verily 　believe　the　minister 　tried　to

feel　it；but　he　could 　not ．　Heart　of 　flesh　was 　too　strong ．　Heart　of　stone　he　had

not ．

　　
‘Iwill　say 　it　to　my 　God

，
　when 　He　gives　me 　strength 　when 　the　day

comes
，

’ he　spoke 　at　last．

　　 ．．．
‘ There　are　hopes　yet，

’ he　said
，
　as　if　to　himself

‘God 　has　given　me

agreat 　healt　fbr　hoping，　and 　I　will 　not 　look　f（）rward 　beyond　the　hour・
’ Then

tuming 　more 　to　them ，
　and 　speaking 　louder，　he　added ；

‘Brethren
，　God 　will

strengthen 　me 　when 　the　time　comes ，　when 　such 　resignation 　as　you　speak 　of
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is　needed ．　Till　then 　I　cannot 　feel　it；and 　what 　1　do　not 　feel　1　will 　not 　express
，

using　words 　as　if止ey 　were 　a　cha   ．
’

（104）

　ホ
ー

ル マ ン は こ こ で 現 実 を理 解 した 。 フ ィ リス を失 うこ とを受 け容れ る

こ とな どで きな い とい うこ とだ。 諦 め を示 す こ とな どで きない 。 諦 め にふ さ

わ しい 時 は 、 人 間に と っ て 予定 で き る もの で は ない
。 時 を越 え て 見 られ るの

は神 で あ り、 才能 を与え られ て い ない 人 間は で きな い とホ ー ル マ ン は 考 え 、

‘‘There　are 　hopes　yet，．．God　has　given　me 　a　great　heart　for　hoping
”

（104） と

声 を振 り絞 るの だ っ た 。 仲間 の 牧師た ちは 、彼が農場や家畜を気 に か けす ぎ 、

学問に得意に な り、 神 をお ろそ か に して 、娘 を偶像 の よ うに 崇 めた 罪 で 、神

が 罰 を与 えて い るの だ と責 め苛 ん だ が 、 ホ ー
ル マ ン は

“ 1　hold　with 　Christ　that

afHictions 　are 　not 　sent 　by　God　in　wath 　as　penalties　fbr　sin ．” （104） と断 言 した 。

本 当の 信仰 とは 、 今 置かれ て い る状況か ら 目をそ ら し別 の 場所に身 を置い て

安 らぎを求 め る こ とを 目的 と し た もの で は な く、現 実 を頑 強 に見 つ め 、 他人

や 自分 へ の 務 め を果 たす こ とだ と悟 っ た の で あ る 。 苦 しみ と、彼本 来の 正 直

な感情 か ら 、 人間愛 の 精神 に よ っ て うち立 て られ た 、 自分 を支 え る信念が 生

まれ た の で あ る 。 そ して それ は ま た 、 フ ィ リス に は 罪 の な い こ とを認 め る こ

とで もあ っ た 。 Josie　Billingtonは

‘‘The　hard　thing　is　not 　giving　up 　on 　life　fbr　the　sake 　of 　something 　higher．

Rather　the　greater　achievement 　is　to　go　on 　with 　it，　retum 　to ｛t
，　keep　t  ing

back　to　it
，
　re −11ving　it　again 　and 　again

，
　only 　knowing　more 　certainly 　what

you　do　not 　know．　Gaskell’s　sense 　of　experience 　always 　involved　her　being

unsurprised 　by　life’s　surprises
，
　taking　things　the　second 　time　round 　while

still　remaining 　alert　and 　without 　complacenc ゾ （108）

と述 べ て い るが 、 ギ ャ ス ケル は 、 不確 か さ 、 苦悩 と変化 を通 して 人 間性 を維

持 で き る価値が 何か を 、 ま さに 問い か けて い る よ うで あ る 。 召使 の べ テ ィ の

短い 説教 に象徴 され る よ うに 、

‘‘

we 　ha’ done　a
’

we 　can 　for　you ，
　and 　th ’ doctors　has　done　at　they　can 　for

you，
　and 　I　think　the　Lord　has　done　a ’ Hc 　can 　fbr　you，　and 　more 　than　you　de−

serve
，
　too

，
　if　don’

t　do　something 　for　yourself．　IfI　were 　you，
1’d　rise　up 　and
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snuff 　the　moon
，
　sooner 　than 　break　your　father

’

s　and 　your　mother
’

s　hearts

wi
’

watching 　and 　waiting 　till　it　pleases　you　to　fight　your　own 　way 　back　to

cheerfUlness ．　（108）

今 、
フ ィ リス は 自分 で 困 難 を乗 り切 り、 努力 し 、 他の 人の こ とを考 えな けれ

ばな らない の で ある 。

　 ギ ャ ス ケル は 時代 の 変化 を敏感 に 捉 え 、 新 しい もの の 侵入 を避 け る こ とが

で き な い こ と 、 われ われ は必然的 に変化す る状況 に応 じて 変 わ っ て い か な け

れ ばな らない こ とを暗 に示 し、 こ の 作 品 で は 、 人 生 の 困難 さを描 くだ け で な

く、個人 的 また は 社会的変化 を受 け入 れ 、苦 しみ や不 幸せ に 耐 え うる経験 と

成熟 を描 こ うと した の で は ない だ ろ うか 。 生 命 に は 鍛 え られて こ そ 育 くまれ

るカ が潜在 して お り 、 苦 しみ や 不 幸せ に 耐え る こ とに よ っ て 愛の 価値 が教 え

られ るの だ
、 とわれ われ は気 づ か され る 。

＊本稿は 日本英語 文化学会第 II3回例会 にお い て 口頭 発表 した 「Cousin　Phillis： 変革

す る女性の 運命」 を加 筆修正 した もの で あ る 。
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Synopsis

The Changing Woman  in Elizabeth Gaskell's thusin Phillis

ASAKAWA  Maki

   In this study,  I argue  that CotLsin Phillis portrays changes  in Victorian women

in three aspects:  growth through feelings, chages  in social  posision and  modernity.

The story  of  Phillis Holrnan is her own  trajectory of  growth. She arrives  at selfi

awareness  through  her romance  with  Holdsworth. Phillis faIIs in love with

Holdsworth, breaks down  upon  hearing of  his marriage  in Canada, and  slowly

returns  to health. Victorian women's  lives were  defined by fathers, lovers, and

husbands. Phillis's father, the minister-farmer Holman, is a typical Victorian male

who  believes that a good woman's  sexuality  does not  exist  uritil awakened,  and

sees  his daughter as  his possession, not  an  individual in her own  right. But at the

time  of  his daughter's dangerous illness, Holman,  who  also  has human  emotion

and  tenderness,  is fi11ed with  anxiety  about  his sick  daughter and  affirms  her

guiltlessness. Phillis experienees  many  hardships and  changes  in spirit, developing

an  independent mind.  This story  is basically a  pastoral, and  the quiet life portrayed
in it reminds  us  of  C7anjbrti. In Cousin Phillis, Gaskell traced the remembrance

of  her youth in Knutsfbrd, revisiting  the roots  of  her beliefs. She  was  also  aware

of  the increasing distance between. contemporary  life and  her rural  childhood.

Knutsford was  changing  with  the building of  the railway.  Modernity encroached

on  the rural  community,  and  science  and  technology  brought about  a change  in

social  and  gender relations.  There was  no  avoiding  this invasion of  the new,  that

is, the city's  impingement  upon  the country.  Gaskell tells us  we  should  accept

individual and  social changes,  look stoutly  into this world  and  endure  the pain
with  great courage,  not  give up  when  facing difficulties. These points all indicate

changing  aspects of  the role  ofwomen  in Victorian society.


